
コンテナ基盤の移行と運用アウトソーシングを同時に実施
AWS の利用料を��％以下に削減し、
インフラの管理負担を軽減

「IT投 資 効 果 の 最 大 化」を 企 業ビジョン に、「ブ
ラックボックス化したSI業界を、まっ白に」をミッ
ションに掲げ、����年�月創業。システム・ソフト
ウェア開発に関わるSI業界の慢性的な多重下請
け構造の解消を企図し、SI事業者向けのプラット
フォームとして構築された「WhiteBox」を運営。
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株式会社WhiteBox

　株式会社 WhiteBox は、SES（システムエンジニアリ
ングサービス）業界におけるプラットフォーム事業の

「WhiteBox」を展開するため、���� 年� 月に大手企業
向けのシステム内製支援事業を営む株式会社情報戦
略テクノロジーから分離独立したベンチャー企業だ。
WhiteBox は、システム・ソフトウェア開発会社に所属
するエンジニアの情報をクラウド上に登録し、そのス
キルシートをパートナー企業や SIerと共有すること
で、案件情報を元に適切なエンジニアをマッチングさ
せることを目的としている。すぐに参画可能な案件は
もちろん、数ヶ月後に参加する予定の案件にもアサイ
ンが可能なため、稼働中のエンジニアが契約終了前
に次の案件を探したり、稼働の空白をなくしたりする
ことができる。こうした優位性が評価され、事業開始
から� 年を経た ���� 年 � 月時点での登録数は、法人
会員数 ���� 社以上、登録エンジニア数は � 万�,���
名以上に急拡大している。
　WhiteBox はコンテナをベースに構築され、当初は親
会社である情報戦略テクノロジーの社内ツールとして
活用されていた。それを分離独立してプラットフォーム

化するにあたり、大きく� つの課題があったという。�つ
は、サービス追加によって増大した運用コストの削減。
当初の WhiteBox は、AWS の商用 Web サービスである

「Amazon Elastic Compute Cloud」（Amazon EC�）の
インスタンス上に、コンテナオーケストレーションシス
テ ム の Kubernetes を 実 行 で き る「Amazon Elastic 
Kubernetes Service」（Amazon EKS）を 活 用し、コン
テナのデプロイや構成管理、スケーリングなどを実施
していた。株 式会 社 WhiteBox 事 業開発 部 課 長 代行 
小川 智史氏は、「社内システムでスタートしたためプラッ
トフォームとしての定義を定めず、技術的な試みを繰り
返しながら次々とサービスを追加していきました。その
結果、サービスレベルが過剰になり、コスト負担が増
大。社内ではサービス規模に対してAWS の利用料金が
過大だという指摘があり、見直しが求められていまし
た」と振り返る。
　もう�つは、Kubernetes 運用によって進行した属人
化の解消。Kubernetesアプリケーションを開発・運
用するには知見と経験が必要となるため難易度が高
く、特定の技術者にしか扱えない属人化が問題となっ
ていた。小川氏は、「それを他の AWS マネージドサー
ビスを使って簡略化・シンプル化することが大きな
テーマとなっていました」と語る。

https://cloudshift.stylez.co.jp

株式会社WhiteBox
事業開発部
課長代行

小川 智史 氏

株式会社WhiteBox
事業開発部

酒井 宏 氏
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　そこ で 同 社 は、従 来 の Amazon EKSと Amazon 
EC�の運用を見直し、Kubernetesを使用しないフル
マネージド型のコンテナオーケストレーションサービ
ス「Amazon Elastic Container Service 」（Amazon 
ECS）への移 行と運 用のアウトソーシングを決 断。
���� 年 �月、AWS に知見を持つ�� 社ほどのベンダー
に提 案依頼書を提出し、各社の提 案内容を検 討し
た。その中で同社が選定したのは、スタイルズが推奨
した、コンテナ実行環境でサーバーレスコンピュー
ティングを実現する「AWS Fargate」を Amazon ECS
と組み合わせる運用プランだった。
株式会社 WhiteBox 事業開発部 酒井 宏氏は、スタイ
ルズの提案について、「WhiteBox は立ち上がって間
もないプラットフォームなので、将来どの程度の規模
に拡 大するかが 未 知 数 です。AWS Fargate ならば
サーバーレスで個別のサービスごとにリソースのス
ケーリングが 可 能 なため、柔 軟 性の高いプラット
フォームが実現できると考えました」と話す。インフ
ラ運用のアウトソースについても酒井氏は、「スタイル
ズは AWS を活用したシステム開発・運 用サービス

『CloudShift』を提供しており、エンタープライズレベ
ルの開発事例やノウハウが豊富です。他社に比べて
知見が深く、信頼できると感じました」と述べる。
　また、スタイルズの提 供する「AWS セキュリティ
サービス導入パック」も併せて導入することとなっ
た。「Amazon ECS に移行するにあたり、AWS全体を
カバーできる統合セキュリティの必要性も感じてい
ました」と話す酒井氏。今回、AWSセキュリティサー
ビス導入パックからは、「Amazon GuardDuty」（脅
威 検出サービス）と、「AWS Config」（AWSリソース
の設定を評価・監査・審査するサービス）を組み合
わせて活用した。
　���� 年 � 月末に、Amazon EKS＋Amazon EC� か
ら、Amazon ECS＋AWS Fargate への切り替えを実
施。それにより、クローズドβ版として試 験 運 用中
だった機能が、�月からは正式なオープンβ版へと移
行し、新たな WhiteBox が本格的に運用を開始した。

　この移行により、主に次の �つの効果が得られてい
るという。第 � に、AWS 利用コストの削減。Amazon 
EKS＋Amazon EC� で肥大化していたシステムを集

約・削除することで、AWS の月間の利用料が ��％以
下になったという。小川氏は、「当初の計画では、こ
のプロジェクトにかけた投資を約 � 年で回収するつ
もりでしたが、想定以上のコスト削減が可能になっ
たおかげで、予定よりも早く約 � 年間で回収できる
見通しが立ちました」と評価する。
　第 � は、管 理 負担の軽 減。WhiteBox のインフラ
部分の運用管理やテスト作業はスタイルズにアウト
ソースしたことにより、既存の社内インフラチーム
は他の業務に専念することができるようになった。
また、システムの構成がシンプルになったため、さま
ざまな作業がコンソール上から可能になっていると
いう。例えば、構成変更の場合、従来は Kubernetes
の設定ファイルを書き換え、それをマージしなけれ
ばならなかったが、現在はコンソール上でチェック
ボックスを選択するだけで追加や削除が簡単にで
きるようになった。
　第 � は、よりセキュアなプラットフォームの実現。
これについて酒井氏は、「AWSセキュリティサービ
ス導入パックの活用に併せて、スタイルズはネット
ワーク設定の見直しや、WAF（Webアプリケーショ
ンファイアウォール）の追加などを実施し、AWS の
標準的ルールに則った運用を実現してくれました。
システム全体のセキュリティが大幅に強化されると
ともに、万一 WAF のルールに抵触するインシデント
があった場合は、コンソールから状況を可視化でき
るようになり、心理的な負担も軽減されています」
と分析する。

　第 � が、開 発 や 監 視 の モ ダ ン 化。こ れ ま で は
CI/CD（継続的インテグレーション/ 継続的デリバ
リー）をJenkins で 運 用していた が、今 回 からは

「AWS CodePipeline」を活用することで、普段利用
しているBitbucket（バージョン管理リポジトリホス
ティングサービス）から直接 CI/CD を実施すること
ができるようになった。また、アプリケーション監
視機能の「Amazon CloudWatch」と、メトリクスや
ログの収 集・集計を行う「Container Insights」を
新たに設定することで、一元的に可視化できるよう
になり、運用の負担も大きく削減されたという。
　WhiteBox の今後について、酒井氏は、「さらに多
くの企業にご利用いただけるよう、各機能のブラッ
シュアップや新機能の追加などを試みながら、サー
ビスを進化させていく予定です」と話す。
　そして小川氏は、「今回のプロジェクトはインフラ
のコストを削減することが目的でしたが、スタイル
ズの支援のおかげで���％達成し、完全に満足して
います。今後も有意義な提 案をいただきながら、
WhiteBoxをこの国の IT 産業を支えるサービスに育
てていきたいと考えています」と期待を述べる。
　WhiteBox がミッションとするSI 業界の変革は、
今着実に実を結びつつある。

次々とサービスを追加した結果
サービスが過剰になりコストが増大

● 技術的な試みを繰り返した結果、サービスレベルが過剰になりコスト負担
が増大

● Kubernetes の運用は難易度が高く、特定の技術者しか扱えない属人化
が進行

Before

● システムを集約・削除することで、AWS の月間の利用料が ��％以下に削減
● インフラの運用管理をアウトソースし、社内インフラチームの管理負担を

軽減
● AWS の標準ルールに則った運用で、システム全体のセキュリティが大幅に

強化
● アプリケーション監視やログ収集を一元化し、運用負担を大きく削減

After
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株式会社スタイルズ

　株式会社 WhiteBox は、SES（システムエンジニアリ
ングサービス）業界におけるプラットフォーム事業の

「WhiteBox」を展開するため、���� 年� 月に大手企業
向けのシステム内製支援事業を営む株式会社情報戦
略テクノロジーから分離独立したベンチャー企業だ。
WhiteBox は、システム・ソフトウェア開発会社に所属
するエンジニアの情報をクラウド上に登録し、そのス
キルシートをパートナー企業や SIerと共有すること
で、案件情報を元に適切なエンジニアをマッチングさ
せることを目的としている。すぐに参画可能な案件は
もちろん、数ヶ月後に参加する予定の案件にもアサイ
ンが可能なため、稼働中のエンジニアが契約終了前
に次の案件を探したり、稼働の空白をなくしたりする
ことができる。こうした優位性が評価され、事業開始
から� 年を経た ���� 年 � 月時点での登録数は、法人
会員数 ���� 社以上、登録エンジニア数は � 万�,���
名以上に急拡大している。
　WhiteBox はコンテナをベースに構築され、当初は親
会社である情報戦略テクノロジーの社内ツールとして
活用されていた。それを分離独立してプラットフォーム

化するにあたり、大きく� つの課題があったという。�つ
は、サービス追加によって増大した運用コストの削減。
当初の WhiteBox は、AWS の商用 Web サービスである

「Amazon Elastic Compute Cloud」（Amazon EC�）の
インスタンス上に、コンテナオーケストレーションシス
テ ム の Kubernetes を 実 行 で き る「Amazon Elastic 
Kubernetes Service」（Amazon EKS）を 活 用し、コン
テナのデプロイや構成管理、スケーリングなどを実施
していた。株 式会 社 WhiteBox 事 業開発 部 課 長 代行 
小川 智史氏は、「社内システムでスタートしたためプラッ
トフォームとしての定義を定めず、技術的な試みを繰り
返しながら次々とサービスを追加していきました。その
結果、サービスレベルが過剰になり、コスト負担が増
大。社内ではサービス規模に対してAWS の利用料金が
過大だという指摘があり、見直しが求められていまし
た」と振り返る。
　もう�つは、Kubernetes 運用によって進行した属人
化の解消。Kubernetesアプリケーションを開発・運
用するには知見と経験が必要となるため難易度が高
く、特定の技術者にしか扱えない属人化が問題となっ
ていた。小川氏は、「それを他の AWS マネージドサー
ビスを使って簡略化・シンプル化することが大きな
テーマとなっていました」と語る。

　そこ で 同 社 は、従 来 の Amazon EKSと Amazon 
EC�の運用を見直し、Kubernetesを使用しないフル
マネージド型のコンテナオーケストレーションサービ
ス「Amazon Elastic Container Service 」（Amazon 
ECS）への移 行と運 用のアウトソーシングを決 断。
���� 年 �月、AWS に知見を持つ�� 社ほどのベンダー
に提 案依頼書を提出し、各社の提 案内容を検 討し
た。その中で同社が選定したのは、スタイルズが推奨
した、コンテナ実行環境でサーバーレスコンピュー
ティングを実現する「AWS Fargate」を Amazon ECS
と組み合わせる運用プランだった。
株式会社 WhiteBox 事業開発部 酒井 宏氏は、スタイ
ルズの提案について、「WhiteBox は立ち上がって間
もないプラットフォームなので、将来どの程度の規模
に拡 大するかが 未 知 数 です。AWS Fargate ならば
サーバーレスで個別のサービスごとにリソースのス
ケーリングが 可 能 なため、柔 軟 性の高いプラット
フォームが実現できると考えました」と話す。インフ
ラ運用のアウトソースについても酒井氏は、「スタイル
ズは AWS を活用したシステム開発・運 用サービス

『CloudShift』を提供しており、エンタープライズレベ
ルの開発事例やノウハウが豊富です。他社に比べて
知見が深く、信頼できると感じました」と述べる。
　また、スタイルズの提 供する「AWS セキュリティ
サービス導入パック」も併せて導入することとなっ
た。「Amazon ECS に移行するにあたり、AWS全体を
カバーできる統合セキュリティの必要性も感じてい
ました」と話す酒井氏。今回、AWSセキュリティサー
ビス導入パックからは、「Amazon GuardDuty」（脅
威 検出サービス）と、「AWS Config」（AWSリソース
の設定を評価・監査・審査するサービス）を組み合
わせて活用した。
　���� 年 � 月末に、Amazon EKS＋Amazon EC� か
ら、Amazon ECS＋AWS Fargate への切り替えを実
施。それにより、クローズドβ版として試 験 運 用中
だった機能が、�月からは正式なオープンβ版へと移
行し、新たな WhiteBox が本格的に運用を開始した。

　この移行により、主に次の �つの効果が得られてい
るという。第 � に、AWS 利用コストの削減。Amazon 
EKS＋Amazon EC� で肥大化していたシステムを集

約・削除することで、AWS の月間の利用料が ��％以
下になったという。小川氏は、「当初の計画では、こ
のプロジェクトにかけた投資を約 � 年で回収するつ
もりでしたが、想定以上のコスト削減が可能になっ
たおかげで、予定よりも早く約 � 年間で回収できる
見通しが立ちました」と評価する。
　第 � は、管 理 負担の軽 減。WhiteBox のインフラ
部分の運用管理やテスト作業はスタイルズにアウト
ソースしたことにより、既存の社内インフラチーム
は他の業務に専念することができるようになった。
また、システムの構成がシンプルになったため、さま
ざまな作業がコンソール上から可能になっていると
いう。例えば、構成変更の場合、従来は Kubernetes
の設定ファイルを書き換え、それをマージしなけれ
ばならなかったが、現在はコンソール上でチェック
ボックスを選択するだけで追加や削除が簡単にで
きるようになった。
　第 � は、よりセキュアなプラットフォームの実現。
これについて酒井氏は、「AWSセキュリティサービ
ス導入パックの活用に併せて、スタイルズはネット
ワーク設定の見直しや、WAF（Webアプリケーショ
ンファイアウォール）の追加などを実施し、AWS の
標準的ルールに則った運用を実現してくれました。
システム全体のセキュリティが大幅に強化されると
ともに、万一 WAF のルールに抵触するインシデント
があった場合は、コンソールから状況を可視化でき
るようになり、心理的な負担も軽減されています」
と分析する。

　第 � が、開 発 や 監 視 の モ ダ ン 化。こ れ ま で は
CI/CD（継続的インテグレーション/ 継続的デリバ
リー）をJenkins で 運 用していた が、今 回 からは

「AWS CodePipeline」を活用することで、普段利用
しているBitbucket（バージョン管理リポジトリホス
ティングサービス）から直接 CI/CD を実施すること
ができるようになった。また、アプリケーション監
視機能の「Amazon CloudWatch」と、メトリクスや
ログの収 集・集計を行う「Container Insights」を
新たに設定することで、一元的に可視化できるよう
になり、運用の負担も大きく削減されたという。
　WhiteBox の今後について、酒井氏は、「さらに多
くの企業にご利用いただけるよう、各機能のブラッ
シュアップや新機能の追加などを試みながら、サー
ビスを進化させていく予定です」と話す。
　そして小川氏は、「今回のプロジェクトはインフラ
のコストを削減することが目的でしたが、スタイル
ズの支援のおかげで���％達成し、完全に満足して
います。今後も有意義な提 案をいただきながら、
WhiteBoxをこの国の IT 産業を支えるサービスに育
てていきたいと考えています」と期待を述べる。
　WhiteBox がミッションとするSI 業界の変革は、
今着実に実を結びつつある。

サーバーレスでサービスをスケールし
柔軟性の高いプラットフォームを実現

肥大化したシステムを集約・削除し
AWS の月間利用料を��％以下に削減

株式会社 WhiteBox  様

スタイルズは ���� 年の設立以来、企業が円滑な事業を行うのに必要な ITインフラの構築や、システム開発・保守、ソフトウェアの開発などを手掛けているシステム
インテグレーターです。AWS（Amazon Web Services）をはじめ各種クラウドやベンダーパートナーとして総合的な IT サービスを展開しています。近年、サポート切れ
ソフトウェアや費用対効果が悪くなった環境下にある Webシステムを、最適な環境下や最新システムへの移植を行う「レガシーアプリ移行サービス」に特に注力し、
企業のシステムの導入～維持にかかる総費用の削減やデジタル化推進に貢献を目指しています。
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